
理学部学務グループに報告
登校許可基準を満たしていれば登校可

登校許可基準
解熱剤などの薬剤を服用していない状態で、
解熱後および症状消失後に少なくても
３日が経過*している

症 状 発 症
以下のいずれかがある場合
・息苦しさ（呼吸困難）
・強いだるさ（倦怠感）
・高熱等の強い症状

比較的軽い風邪の症状
左記
以外
の方

症状が継続
(4日以上は必ず)

快気
傾向

【登校許可フローチャート】

高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患
（COPD等）等の基礎疾患がある方、透析を
受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用い
ている方、妊婦の方

理学部学務グループに報告
以降は大学の指示に従ってください。
※以下の事項を確認いたします。
（１）体調に異常が現れてからの本人の病状
（保健所・医療機関からの指導事項含む）

（２）現在の居住所、同居家族の有無
（３）体調に異常が現れた日から前２週間

及び本日までの行動（大学関係に
ついては、時間帯や立ち入った教室等
詳細に確認）

（４）濃厚接触者の有無
（５）今後の連絡先・連絡方法（本人以外

の連絡可能な連絡先も記載）
（６）本人から大学への希望・相談事項
（７）PCR検査実施日、結果判明予定日

以下の症状がある方は入構できませんので、フローチャートに従ってください。
・37.5℃以上の発熱又は平熱よりおおむね0.5℃以上高い発熱がある。
・息苦しさ(呼吸困難)、強いだるさ(倦怠感)、高熱等の強い症状のいずれかがある。
・上記以外で発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状が続いている。

＊ 症状回復日を０日目として扱う。
例：11月16日に症状消失した場合
11月16日⇒0日目
11月20日⇒登校可（この日まで無症状の場合）

新型コロナウイルス感染症に感染した場合、濃厚接触者となった場合も登校せず、理学
部学務グループに報告してください。

自宅等で静養

欠席する授業の担当教員に授業欠席の連絡*
理学部学務グループに連絡

（理学部学務グループ：sci-gakumu@ml.ibaraki.ac.jp）

理学部学生対象
令和２年11月27日現在

自宅等で静養

PCR検査
受ける

PCR検査受けない

理学部学務グループに報告
相談、診療の結果について報告

自治体が定める相談窓口（保健所、病院
等）に電話相談または医療機関受診

＊代替措置を受けるために
は、教員への事前連絡が必
要です。

mailto:sci-gakumu@ml.ibaraki.ac.jp


【学生用】 
 

新型コロナウイルス（ 感染 ・ 関連情報 ）報告書【第 報】 
 

                                提出年月日；令和  年  月  日 

 

１．当事者氏名（所属・学生番号・学年・氏名・性別・年齢・留学生の場合は国籍）           

 

２．区分 

   感染 ・ 濃厚接触者 ・ その他（              ）   

３．聴取事項 

（１）体調に異常が現れてからの本人の病状（保健所・医療機関からの指導事項含む） 

  ＊軽症、中等症、重症の別や入院の要否など。経過を時系列に記載。 

 

（２）現在の居住所 

  ＊入院している場合は、医療機関名を記載。自宅の場合は、「自宅（〇〇市）」と記載。 

   同居家族の有無についても記載。 

 

（３）体調に異常が現れた日から前２週間及び本日までの行動 

＊立ち寄った場所等、可能な限り詳細に記載。（特に大学関係については詳細に確認） 

 

（４）濃厚接触者の有無（ 有 ・ 無 ・ 不明 ） 

  ＊「有」の場合、（３）期間内における濃厚接触者（思われる者も含む）に関する情報を記載。 

 

（５）今後の連絡先・連絡方法（本人以外の連絡可能な連絡先も記載） 

 

（６）本人から大学への希望・相談事項 

 

４．「３．聴取事項」の聴取対象者 

   本人 ・ 家族（続柄   ） ・ 医療機関（職・氏名            ） 

その他（         ） 

５．報告書作成者（所属・職・氏名・内線番号） 

  ＊聴取を行った者又は本報告書の内容を説明できる者を記載。 

                     

６．当該部局等が報告を受けた日時 

   令和 年 月 日  時  分 ＊時間は２４時間表示 

 

７．回復・復帰の状況（症状回復後に記載） ＊症状がある時点では未記載のまま。   
（１）回復日 

    令和 年 月 日 

 

（２）大学復帰（予定）日  
    令和 年 月 日 

８．その他、報告事項等 

 
 

 [備考] 本報告書に学生の学籍情報、その他参考となる資料を添付のこと。 

     第２報以降、新たな情報等、修正部分は赤字で追記する。 

取扱注意 




